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令和８年８月１３日 

令和８年度 地域連携推進協議会（共同生活援助）議事録 

日 時 ： 令和８年８月７日（金） １３：００～１５：００ 

場 所 ： みずほ学園 新会議室 

参加者 ： ご利用者（谷口信吾さん） 

      ご家族代表（ご利用者後見人 鈴木基代 様） 

      地域の関係者（古新田区長 吉野義則様） 

      福祉に知見のある方（長生ひなた グループホーム等支援ワーカー 松島栄一 様） 

      経営に知見のある方（社会福祉法人つばさ 共生ホーム管理者 上原子康彦 様） 

      市町村の障害福祉担当者（勝浦市役所福祉課 課長 吉田知絵 様） 

      学園職員（村上施設長、山口サービス管理責任者、栗原主幹、磯野主幹、 

寺下相談支援専門員、深井） 

1、 開会  

村上施設長より挨拶 

・昨年度より義務化ということで、入所・グループホーム別々で実施しています。外部からの

意見を頂けたらと考えていますのでよろしくお願いいたします。 

2、 参加者の紹介 

・参加者の自己紹介を行いました。 

3、 施設見学 

（1）深井、寺下相談支援専門員で生活介護棟、グループホームの見学と説明を行いました。 

  （2）質疑応答 

   ①グループホーム非常食の備蓄量（吉田様） 

    ・グループホーム、生活介護棟に、それぞれ 2～3日分程備蓄しています。 

    ・入所についても 7日分備蓄しています。 

    ※行政として避難所まで移動できない方などに対して各施設での非常食の量を把握してお

きたいため。 

   ②グループホームの夜間帯などの職員配置（松島様） 

    ・21時～翌 7時まで宿直で対応しています。※夜間は入所の夜勤者と連携して対応。 

4、学園状況説明及び質疑応答 

 （1）みずほ学園の現状説明 

  ・栗原主幹より、資料を使って概要についての説明を行いました。 

  ・短期利用率が向上していることについて説明（深井） 

  ・生活介護棟ご利用者に、いすみ短期入所施設と長生の入所施設の情報提供をしました。 

   7/29(水)に 4名の保護者が短期入所施設の見学を行いました。（寺下相談支援専門員） 

 （2）経営状況についての説明 

  ・磯野主幹より、資料を使って財務状況についての説明を行いました。 

  ・グループホームも 13年経過して修繕箇所が増えた。生活し易い環境整備に努めている。 
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  ・グループホーム単独の収支は出せないのか？ 

   人件費が入り組んでいるので難しいが、出せないことはない。 

 （3）ご利用者の日常生活の様子説明 

  ・深井より、日課の説明を行いました。 ※その他については見学のときに説明済み。 

 （4）虐待案件について 

  ・村上施設長より、説明を行いました。 

   令和 8年 5月 22日に入所の活動で外出し、トイレ休憩のときに職員がご利用者に手を挙げ

てしまいました。いすみ警察生活安全課より連絡があり発覚しました。 

   職員に聞き取り（施設） ➡ 虐待通報 ➡ 虐待認定 

   業務改善計画の結果を 8月中に報告します。 

   個人面談を毎日実施。現在まで支援には必ず二人体制で配置しています。 

その他の職員については全員に伝達研修を実施しました。 

施設長より、もう一度自分の支援を振り返って下さいと伝えています。 

① 虐待しないために（鈴木様） 

・特性をアセスメントできているのか。 

・ご利用者優先、ご利用者と同じ目線で支援にあたってもらいたい。 

② 1ケ月前にも聞いたが、今も変わらない対応ですか。（吉田様） 

・職員の数が少ない時間帯も、1人では現場に入らないように対応。 

・以前は虐待されたご利用者のユニットにも入っていたが、見直して別のユニットに配置し

ています。 

③ 虐待研修を全職員に一遍に行うのは難しいのか。（上原子様） 

   ・全員で実施することは難しいので、資料を全員に配布して研修報告書を提出して貰い、報

告書をまとめたものを配布しました。 

④ 社会福祉法人九十九会では「自分たちの支援は科学的ではないといけない」と伝えてい

ました。（松島様） 

・科学的とは：説明できるのか、できないのか。 

・なぜ、このような行動をしているのか。を考える必要があります。 

・外部研修に積極的に参加してください。 

⑤ 取り組んでいる好事例を発表（上原子様） 

   ・普段の言葉遣いや行動に注意してください。 

 （5）虐待・身体拘束の取り組み説明 

  ・栗原主幹より、資料を使って虐待、身体拘束の取り組みについての説明を行いました。 

  ・支援現場にカメラはありますか。（吉田様） 

   各ユニットに 1台ありますが、死角が多いです。 

5、学園より報告 

 8月 1日（土）みずほ学園近くの道路で、高齢の方が転倒した事例がありました。施設職員 2名

（救急要請、交通整理）と看護師 1名（傷の処置など）で対応して無事救急搬送されました。 

以上 


